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216 人 73 人 人 0 %

人
人
人
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％
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％
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令和5年7月31日

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人三幸学園 昭和60年3月8日 昼間　一彦 東京都文京区本郷三丁目23番16号
113-0033

03-3814-6151

東京保育医療秘書
専門学校

平成28年10月3日 清水　智之 東京都立川市曙町二丁目18番15号

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地
190-0012

042-540-1355

教育・社会福祉 教育・社会福祉専門課程 保育科 平成29(2017)年度 - 令和 2(2020)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
「世の中の困難を希望に変える」をミッションとし、学校教育法に基づき、保育・福祉業界に従事しようとする者に必要な実践的かつ専門的な知識、技能を教授すること
によって、明日の保育・福祉業界を担う人材を養成することを目的とする。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

取得可能な資格：保育士・幼稚園教諭二種免許・社会福祉主事任用資格 等
中退率：11％

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数 講義 演習 実習 実験 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和４年度卒業生）

32
■地元就職者数 (F) 29
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

91

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 39
■就職希望者数 (D)　　　　　： 32
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和５年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

保育園・幼稚園・施設 等

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

2

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/course/childcare/index.html

82
■進学者数 0
■その他

0

うち企業等と連携した演習の授業時数 2

うち必修授業時数 14

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総授業時数 95

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 8

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等にお
いてその担当する教育等に従事した者であって、当
該専門課程の修業年限と当該業務に従事した期間と
を通算して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 4

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 6

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 10

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高
度の実務の能力を有する者を想定）の数

8

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/course/childcare/index.html
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種別

①

③

-

-

（年間の開催数及び開催時期）

三輪野　真実 東京保育医療秘書専門学校（専門課長）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（10月、3月）

（開催日時（実績））
第１回　令和4年11月22日　15：45～17：20

髙橋　夕子 東京保育医療秘書専門学校（副校長）

名　前 所　　　属 任期

宮﨑　豊彦 一般社団法人東京都民間保育園協会　会長
令和5年4月1日～
令和7年3月31日（2年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成
を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

企業等との連携を通じて必要な情報の把握・分析を行い、実践的かつ専門的な職業教育を実施することを目的として、教育課程編
成委員会を設置する。委員会は次の各号に掲げる事項を審議し、授業科目の開設や授業方法の改善・工夫に生かす。
　（１）カリキュラムの企画・運営・評価に関する事項
　（２）各授業科目の内容・方法の充実及び改善に関する事項
　（３）教科書・教材の選定に関する事項
　（４）その他、教員としての資質・能力の育成に必要な研修に関する事項等
またより正確に業界における動向や求められる人材要件を把握するため、就職・実習先企業や業界団体、資格・検定団体等と関係
性を深め、幅広く連携を図ることで、業界の求めるニーズを確実に捉え、本校のカリキュラムや授業内容に反映する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会での審議を通じて示された企業等の要請その他の情報・意思を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業教育
を実施するに相応しい教育課程の編成を協力して行うものとして位置づけている。
具体的には、審議を通じて示された教育課程編成に係る意見を基に、副校長および各校教務チームによって教育課程およびシラバ
スの改善素案が作成され、こども分野専門委員会（別紙組織図：各専門委員会）にて提案される。
提案に基づき、こども分野専門委員会にて審議の上、次年度の教育課程およびシラバスに改善内容が反映される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

畔田　世紀子 学校法人村井学園　立川幼稚園　園長
令和5年4月1日～
令和7年3月31日（2年）

令和5年7月31日現在

第２回　令和5年  3月27日　16：30～18：00



（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
実践的な指導を施すにあたり、保育業界における実績や、実践的かつ専門的な知識・技術およびその指導能力を有する指導者が
得られる企業等を選定し、実践計画の作成から連携を図る。保育業界の求める人材要件に沿った計画、および評価基準・方法を設
定し、企業等からのフィードバックに基づいた成績評価を行うことを基本方針とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

・授業内容について
1年次に1週間程度、連携企業先へ「地域支援実践」を委託し、ボランティアとして保育現場を経験し、2年次には2週間程度、連携企
業先で現場実習を実施し、保育者として必要とされる基本的知識及び保育内容全般などの修得を目指す。連携企業先では「保育実
習Ⅰ(保育所）」、「保育実習Ⅰ（施設）」、「保育実習Ⅱ」「保育実習Ⅲ」4科目を委託する。

①見学実習、施設実習
実習先での子ども達の生活の姿を全体的に捉え、乳幼児の実態、保育者の役割、保育の流れについて理解する。
②参加実習
実際に子ども達と接することで、乳幼児について更なる理解を深めると同時に、担任保育者の補助的活動を行い、
担任保育を体験的に理解する。
③部分実習
1日の中のある部分的な活動を、クラス担任に代わり、実習生が責任を持って保育を行う。
またその際、子ども達の言動を予想した計画的な指導案を作成する。
④責任実習
1日の保育全体をクラス担任に代わり実習生が責任を持って保育を行う。またその際、子ども達の言動を予想した計画的な指導案を
作成する。

・評価について
学修成果の評価については、子どもとの関係、保育の計画、実践上の方法・技術、全体的な実習態度の四つの評価項目を予め設
定し、それぞれについて連携企業による5段階評価を行うこととしており、それを基に、総合評価を5段階で行い、成績を認定する。

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

委員会にていただいた以下の意見について対応を行っている。
①保育業界での「主体性」について

授業で覚えた手遊びや製作した保育グッズを実践してみる場として位置付けることで実習への考え方も変わり、主体的に動きやすく
なるのではないか。また早くから実習やボランティア等で現場で保育者の動きを観察し、振り返りの場が授業の中であると何をこれ
から学ぶべきか明確になっていくのではないかとご意見をいただいた。

⇒対応：1年生のボランティアの時期を早めることで、授業の内容が実習にどう結びついていくのかをイメージできるようにし、また年
度末の実習に向けての主体的に取り組めるよう動機づけとしていきたい。実習報告会を実施し、身近な上級生から情報を得る機会
を設けていきたい。

②ピアノの技術について

最近ではピアノを採用試験として実施しない園も増えてきている。ピアノを弾けるということよりも子どもが楽しく歌える雰囲気を作っ
ていくことが大切。ピアノ以外の楽器でも歌を教える方法について学ばせるのも良いのではないかとご意見をいただいた。

⇒対応：ピアノが弾けない＝子どもに歌を教えることが出来ないという認識ではなく、音楽の原点に立ち戻り、子どもたちに音楽の楽
しさを伝えられる指導力をカリキュラムやシラバスに取り入れていきたい。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

こどもたちを輝かせるリーダーシップ論 連携企業等： 株式会社アントレプレナーセンター
代表取締役社長 福島正伸様

令和4年8月19日（金） 対象： 教職員（8名）

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

保育実習Ⅲ

児童福祉施設での保育を実践し、保育士としての必要な資質・能
力・技術を習得する。また、家庭と地域の生活実態にふれて、子ど
も家庭福祉、社会的養護、障害児支援に対する理解力、判断力を
養うとともに、子育て支援・保護者支援するために必要とされる能
力を養う。

開講なし

Z世代の若者とのより良き関わり方～アドラー心理学からの提案 連携企業等： 駒澤大学　八巻 秀様

令和5年9月22日（金） 対象： 教職員（8名）

日頃の生徒指導や教務に活かせる対話的コミュニケーションの必要性や、エンカレッジメントの手法、Z世代の特
徴

令和5年8月22日（火） 対象：

保育業界の今後と保育士養成校の教職員に求めること 連携企業等：

対象：

どんな人ともよい人間関係をつくるコミュニケーションスキル 連携企業等：

令和4年8月2日（火）

②指導力の修得・向上のための研修等

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等
（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

保育実習Ⅰ（施設）

児童福祉施設や障害者支援施設にて実習を行い、保育士として必
要な子どもや施設利用者に対する基礎的な理解を深める。また、
施設の役割や機能を具体的に理解し、子どもとの関わりを通して子
どもの保育及び保護者への支援、保育の計画・記録及び自己評価
等を行う。

聖友学園、練馬区立谷原フレンド、関町
福祉園、小山児童学園、すだちの里すぎ
なみ等　計23施設

乳幼児への理解を深めるとともに、保育所の機能と保育士の職務
について学ぶため、保育所の生活に参加する。
保育の計画・観察・記録及び自己評価、保育士の業務内容や職業
倫理について具体的に理解する。

多賀保育園、SAKURA保育園千川、ほほ
えみの森保育園、府中めぐみ保育園、城
山保育園等　計49施設

保育実習Ⅰ（保育所）

地域支援実践
地域社会において福祉・教育・保育等の領域に関わるボラン
ティア活動に参加することを通して、多様な能力の育成、社会
性の涵養ならびに実践による知識技術の習得などを目指す

国分寺エンジェル保育園、ポピンズ
ナーサリースクール三鷹南、立野第

一学童クラブ、所沢第一文化幼稚園、
青梅恵明学園等 計108施設

②指導力の修得・向上のための研修等

保育士養成校を取り巻く環境変化とこれから求められる人材と学生支援について

教職員（8名）

株式会社NOTCH
花村 嘉信様

保育士養成校を取り巻く環境変化とこれから求められる人材と学生支援について

教職員（8名）

リクルートマネジメントスクール
森武一樹様

自立型の人材育成

保育実習Ⅱ

既習の教科目や保育実習Ⅰ（保育所）の経験を踏まえ、保育所で
の保育を実践し、保育士としての必要な資質・能力・技術を習得す
る。また、家庭と地域の生活実態にふれて、子育てを支援するため
に必要とされる能力を養う。

こもれびの森保育園、愛光保育園、
羽村まつの木保育園、第２府中保育
園、山手こひつじ保育園等　計48施設

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

①専攻分野における実務に関する研修等
（２）研修等の実績

実践的かつ専門的な職業教育を実施し、明日の保育業界を担う人材を養成するためには、教員一人ひとりが常に業界ならびに実
務に関する最新の知識を持ち、指導スキルを身につけようという向上心がなければならない。そのために、「研修等に係る諸規程」
に基づき、計画的に以下の研修を実施している。
・企業等から講師を招いた実践的かつ専門的な知識・技術・技能を修得するための研修
・企業等から講師を招いた指導力の修得・向上のための研修

※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記
（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針



種別
教育に知見を
有する者

業界関係者

業界関係者

卒業生

卒業生

委員会にていただいた以下の意見について対応を行っている。
①社会経済のニーズ等を踏まえた学校の理念・目的・育成人材像を定められているか、またそれを生徒・保護に周知されているかに
ついて
人材育成していく上では、時代に合わせた指導をする必要があり、一人一人に合わせた指導が重要になってくる。
学び方の選択肢も増えた分、生徒も強い意志を持って目指していくいう時代ではなくなってきているように感じる。
理念や目指す人材像を保護者へご理解頂くことで保護者の方と共に生徒指導をしていくことが大切になってくるとご意見をいただい
た。

⇒対応：毎月の目指すべき生徒像や行動を具体的に示すことで、生徒へ将来の人材像を明確にしていく。また保護者への定期通信
に学校の理念・目的・育成人材像を意識的に盛り込むことで、保護者と共に社会人育成を行う。

②卒業生支援について
コロナ禍は特に交流が出来ていなかったが、今後同窓会のような卒業生が交流できる場でそれぞれの職場の情報を交換できる場
があれば、よりよい情報交換ができるのでなないかとご意見をいただいた。

⇒対応：コロナ禍で開催できていなかったが、同窓会の開催を再開を検討しており、卒業生の交流の場としてだけでなく
早期退職対策としても継続的に実施していきたい。

（３）学校関係者評価結果の活用状況

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標
（２）学校運営 （２）学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評
価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校関係者として、関連分野の業界関係者及び卒業生、地域に根差した関連企業と共に、学校関係者評価委員会を設置して、教
育目標や教育について評価し、その評価結果を次年度の教育活動および学校運営の改善の参考とする。
学校関係者評価は、「専修学校における学校評価のガイドライン」の評価項目を使用して実施した自己点検・自己評価の結果を基に
「実施することを基本方針とする。また評価結果は学校のホームページで公表し、委員会で得られた意見についてはすみやかに集
約し、各業務担当者にフィードバックすることで、学校運営の改善に生かすものとする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（３）教育活動 （３）教育活動
（４）学修成果 （４）学修成果
（５）学生支援 （５）学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

横山 耕太
飛鳥未来きずな高等学校立川キャンパス
キャンパス長

令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和5年7月31日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 （１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流

伊藤 ブライアン 茂紀 ぽけっとランド立川保育園　園長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受入れ募集
（８）財務 （８）財務

戸館 遥 ぽけっとランド立川保育園　職員
令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

田中 寿美子

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
公表時期： 令和5年8月31日

医療法人社団さいわいこどもクリニック　副院長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

山口 瑞希 医療法人社団さいわいこどもクリニック　職員
令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/


（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に則って情報提供を行うことを基本方針とし、以下の姿を目指す。
１．学校の指導方針や課題への対応方法等に関し、教職員・生徒間、学校・家庭間の共通理解が深まり、教育活動の活性化や学校
運営の円滑化につなげること。
２．入学希望者やその保護者に対し、進路選択に当たっての有用な情報を提供するとともに、一人ひとりの能力・適性にあった望ま
しい進路の実現に資すること。
３．キャリア教育・職業教育をはじめとした教育活動の状況等について、業界関係者に情報提供することで、相互の対話が促され、
実習・就職指導等企業等との連携による活動の充実や、業界等のニーズを踏まえた教育内容・方法の改善につなげること。

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

（８）学校の財務
（９）学校評価
（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境
（６）学生の生活支援
（７）学生納付金・修学支援

（２）各学科等の教育
（３）教職員
（４）キャリア教育・実践的職業教育

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
公表時期： 令和5年8月31日

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

自己評価・学校関係者評価結果
学校の財務
学生納付金、就学支援
生活上の諸問題への対応
学校行事
キャリア教育への取り組み、実習実技への取り組み
教員数、組織、専門性
学科概要、カリキュラム、シラバス、客観的な指標の算出方法、卒業要
学校の概要、目標および計画

学校が設定する項目ガイドラインの項目
（１）学校の概要、目標及び計画

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する
情報を提供していること。」関係

https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
https://www.sanko.ac.jp/tachikawa-child/
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1 〇 情報処理
コンピューターに関する基礎知識および技
術を身につける

1
通

30 2 ○ ○ ○

2 ○ ペン字
美しい字の取得および子どもへのひらがな
指導法などを学ぶ

1
通

30 1 ○ ○ ○

3 ○ 日本国憲法
教育に関する法律を学び、基礎知識を身に
つける

1
通

30 2 ○ ○ ○

4 ○ 基礎学力演習 TPOに合わせた言葉の使い方を学ぶ
1
通

30 2 ○ ○ ○

5 ○
未来デザイン
プログラムⅠ

自身の将来に向けた目標設定
1
通

30 2 ○ ○ ○

6 ○ 英語
他国の習慣に目を向けながらコミュニケー
ション能力を養成する

1
通

30 2 ○ ○ ○

7 ○ 保育原理 法令を含め保育全般の基礎知識の理解
1
通

30 2 ○ ○ ○

8 ○ 教育原理
教育の思想と歴史、基礎理論についての理
解

1
通

30 2 ○ ○ ○

9 ○ 社会福祉
児童を養育するために必要な福祉制度を知
る

1
通

30 2 ○ ○ ○

10 ○ 保育者論 保育者の仕事と役割の理解
1
通

30 2 ○ ○ ○

11 ○ 保育の心理学
心身の発達および学習の過程についての理
解

1
通

30 2 ○ ○ ○

12 ○ 子どもの保健
子どもの心と身体の特徴、疾病についての
理解と保健的対応方法

1
通

30 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（教育･社会福祉専門課程　保育科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



13 ○
子どもの
食と栄養Ⅰ

小児期の食生活を学びながら日本の食生活
の現状を知る

1
通

30 1 ○ ○ ○

14 ○ 健康
幼児の健康の問題について考え生きる力を
育む指導を学ぶ

1
通

30 1 ○ ○ ○

15 ○ 人間関係
子どもの発達とともに人間関係がどのよう
に深まるか理解する

1
通

30 1 ○ ○ ○

16 ○ 環境
「環境を通しての保育」の理念の重要性を
理解する

1
通

30 1 ○ ○ ○

17 ○ 言葉 乳幼児と言葉の発達の関係を知る
1
通

30 1 ○ ○ ○

18 ○ 音楽表現Ⅰ
保育現場で必要な実践的なピアノ演奏技術
を学ぶ

1
通

60 2 ○ ○ ○

19 ○ 造形表現Ⅰ
保育者としての造形表現活動の基礎知識を
習得する

1
通

60 2 ○ ○ ○

20 ○ 身体表現Ⅰ
運動時における子どもに対しての伝え方や
声かけを学ぶ

1
通

30 1 ○ ○ ○

21 ○ 言語表現 紙芝居など言葉遊びの表現法を学ぶ
1
通

30 1 ○ ○ ○

22 ○ 乳児保育Ⅰ
乳児の発達の理解と具体的な保育技能を習
得する

1
通

30 2 ○ ○ ○

23 ○ 障害児保育
障がい児における遊びや具体的な保育方法
を学ぶ

1
通

60 2 ○ ○ ○

24 ○
保育実習
指導Ⅰ（保育
所）

保育所への理解を深め、実習に向けて意識
を高める

1
後

30 1 ○ ○ ○

25 ○
保育実習
指導Ⅰ
（施設）

施設の知識を深め、実習に向けて意識を高
める

1
後

30 1 ○ ○ ○

26 ○ 教育制度論

現行制度の必要とされる理由とその背景、
課題を学び、制度と保護者・教育者・保育
教育実践との関係、改善されるべき制度の
課題を深く考える

1
通

30 2 ○ ○ ○

27 ○ 地域支援実践

地域社会において福祉・教育・保育等の
領域に関わるボランティア活動に参加す
ることを通して、多様な能力の育成、社
会性の涵養ならびに実践による知識技術
の習得などを目指す

1
通

60 2 ○ ○ ○ 〇



28 ○ 音楽表現Ⅱ
保育者に必要な音楽の知識を身に付け、演
奏や子どもへの音楽表現遊びに役立てる

1
通

30 1 ○ ○ ○

29 ○
こどものうた
Ⅰ

保育現場で必要な基礎的な歌唱技術、ソル
フェージュ力を実践的に学ぶ

1
通

30 1 ○ ○ ○

30 ○
ホームルーム
Ⅰ

学校生活における伝達事項
1
通

30 ― ○ ○ ○

31 ○ 実習指導
実習に向けた指導案の立案や日誌の書き方
を学ぶ

1
通

60 2 ○ ○ ○

32 ○
未来デザイン
プログラムⅡ

自身の目標達成に向けた行動の考察
2
前

15 1 ○ ○ ○

33 ○ 体育（講義） 運動とからだの関連性を理解する
2
前

15 1 ○ ○ ○

34 ○ 体育（実技）
幼児期に必要な運動遊びは何かを理解し、
保育現場(体育)で使える力を身につける

2
通

30 1 ○ ○ ○

35 ○ 表現
「表現」に関する具体的な指導法の基礎を
学ぶ

2
通

30 1 ○ ○ ○

36 ○
子どもの
食と栄養Ⅱ

食育の基本とその環境を学ぶ
2
通

30 1 ○ ○ ○

37 ○
子ども家庭福
祉

現代社会における子ども家庭福祉の意義と
歴史を知り、現代の制度や実施体系につい
て理解する

2
通

30 2 ○ ○ ○

38 ○
子ども家庭支
援論

子育て家庭に対する支援の意義と目的、保
育の専門性を生かした支援の基本を理解す
る

2
通

30 2 ○ ○ ○

39 ○ 社会的養護Ⅰ
社会的養護の意義について、子どもの人権
擁護や保育士等の倫理と責務を踏まえて理
解する

2
前

30 2 ○ ○ ○

40 ○
子ども家庭支
援の
心理学

生涯発達と初期経験の重要性について理解
するとともに、家族・家庭の理解や、子育
て家庭に関する現状を理解する

2
通

30 2 ○ ○ ○

41 ○
子どもの
理解と援助

子どもへの発達を学び、具体的な援助や態
度を知る

2
通

30 1 ○ ○ ○

42 ○ 保育課程論
保育における計画及び評価の重要性につい
て理解する

2
通

30 2 ○ ○ ○



43 ○ 保育内容総論

保育の全体構造を理解し「保育の目標」
「育みたい資質・能力」「幼児期の終わり
までに育ってほしい姿」と保育内容の関連
を学ぶ

2
通

30 1 ○ ○ ○

44 ○ 乳児保育Ⅱ

乳児保育Ⅰで学んだ基本的考え方を軸に、3
歳未満児の発育・発達の過程や特性を踏ま
えた援助や関わり方、配慮の実際を具体的
に学ぶ

2
通

30 1 ○ ○ ○

45 ○
子どもの
健康と安全

子どもの身体発育・発達の理解や健康状態
の把握、疾病や事故の予防や対応など、保
育における保健的対応に必要な基礎的事項
を学ぶ

2
通

30 1 ○ ○ ○

46 ○ 社会的養護Ⅱ
施設養護及び家庭養護の実際について具体
的に理解する

2
後

30 1 ○ ○ ○

47 ○ 子育て支援

子育て支援の原則をよく理解し、保育にお
ける相談や子育てに関する保護者の悩みへ
の対応について事例を考察しながら学び、
保護者の子育て支援ができる知識と技術を
身につける

2
通

30 1 ○ ○ ○

48 ○
保育実習Ⅰ
（保育所）

乳幼児への理解を深めるとともに、保育所
の機能と保育士の職務について学ぶため
に、保育所の生活に参加する

2
前

90 2 ○ ○ ○ 〇

49 ○
保育実習Ⅰ
（施設）

児童福祉施設や障害者支援施設にて実習を
行い、保育士としての必要な基礎的な子ど
もや施設利用者に対する理解を深める

2
後

90 2 ○ ○ ○ 〇

50 ○ 保育実践演習
保育職の専門性について理解を深め、実践
力を身につける

2
通

60 2 ○ ○ ○

51 ○
幼児理解の
理論と方法

子どもの生活や遊びの中からその発達や学
びについての理解を深める

2
通

30 2 ○ ○ ○

52 ○ 教育相談
相談の意味や自分や他者の性質について
じっくり考え、相応の態度を身につける

2
通

30 2 ○ ○ ○

53 ○
教育の方法と
技術

子どもの学びを支える教育方法や教育技
術、教育目標や教授方法などについて理解
する

2
通

30 2 ○ ○ ○



54 ○ 音楽表現Ⅲ
音楽表現活動を豊かに展開するために必要
な基礎的知識と技術を身につける

2
通

60 2 ○ ○ ○

55 ○ 音楽表現Ⅳ
こどものうたの伴奏(弾き歌い）の実技能力
と表現能力を身に付けレパートリーを増や
し身につける

2
通

60 2 ○ ○ ○

56 ○ 造形表現Ⅱ
豊かな造形表現が育まれるプロセスを知
り、保育者として必要な自身の感性を磨く

2
通

60 2 ○ ○ ○

57 ○ 身体表現Ⅱ 幼児に対する適切な運動指導を習得する
2
通

30 1 ○ ○ ○

58 ○
こどものうた
Ⅱ

音楽的表現力を高めるとともに、保育者と
して音楽の魅力を伝えるための知識と指導
力を身につける

2
通

30 1 ○ ○ ○

59 ○ 保育実習Ⅱ
保育所での保育を実践し、保育士としての
必要な資質・能力・技術を習得する

2
前

90 2 ○ ○ ○ 〇

60 ○ 保育実習Ⅲ
児童福祉施設や障害者支援施設にて実習を
行い、保育士としての必要な子どもや施設
利用者に対する理解をさらに深める

2
前

90 2 ○ ○ ○ 〇

61 ○
保育実習
指導Ⅱ

発達年齢に合わせた、より具体的な子ども
との関わり方を学ぶ

2
通

30 1 ○ ○ ○

62 ○
保育実習
指導Ⅲ

児童福祉施設や障害者支援施設での実習に
関する、指導案の立案など書類作成につい
て学ぶ

2
通

30 1 ○ ○ ○

63 ○
ホームルーム
Ⅱ

学校生活における伝達事項
2
通

30 ― ○ ○ ○

64 ○ 就職指導 履歴書の書き方や面接対策をおこなう
2
通

30 ― ○ ○ ○

64

期

週

合計 科目 95 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合につい
ては、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

15

卒業要件：

本校に修業年限以上在学し、所定の単位を修得し校長に卒業を認めら
れた者に、卒業の認定を行う。卒業要件単位数は、31単位に当該学科
の修業年限相当数を乗じた単位数以上とする。卒業に必要な要件につ
いては、科目配当表に示すとおりとする。

履修方法：

原則として教育課程に定められている順序で履修する。
地域支援実践・保育実習Ⅰ（施設）・保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲにおい
ては該当科目を必履修科目とおいている。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）


